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を感じない。 
他学部の人ともっと親交を深めて将来的に助け合えるようになりたい。 
他学部を理解するには他学部との交流をもっとおこなうべきである。 
確かに重要ではあるが、学生のうちから理解を深めることが、形式上のふれあいなどで終わってしまって
は無意味だと思う 
多職種連携が重要なのは理解しているし、他学部との交流を持ちたいと思う。しかし、自分の専攻につい
てよく学ぶことが先決だと思う。 
多職種連携という言葉はまだまだ浸透していない。今後、授業などを通してさらに多くの人に理解を深めて
もらうことが求められる。 
多職種連携や他学部理解を深めることは重要だが、まずは自分の専攻を極めることが優先されるべきだ。 
多職種連携をすることは質の高い医療を提供するのに必要である。 
阪大内の他の医療系学生と関わりを持つことはもちろん、阪大にはない、PT,OT,STなどの人とも関わりた
いと感じている。 
他の医療系専攻（保健、歯、薬）とは、サークルで交流することができるが、連携の授業、実習があまりな
いため、医療の時おける多職種連携における理解が物足りないかもしれない。 
学ぶ機会を増やしより理解を広め医療の幅を広げていくべきだと思う。 
薬学部は現状として他の医療系学部から少し孤立しているように感じる。社会の仕組みや医療現場の状
況が学部での学びにも影響しているとおもう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
